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専攻

科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： 40 ％ 発表： 40 ％ 実技試験： ％ その他： 20 ％

学習に必要な
時間（分）

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分
【予習】120分
【復習】120分
【予習】120分
【復習】120分
【予習】120分
【復習】120分
【予習】120分
【復習】120分
【予習】120分
【復習】120分
【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

社会福祉士国家試験基礎受験資格（必修）
２

  開講時期（年次・期）

２年次 専門科目 必修前期 講義

社会福祉学科 社会福祉

科目の区分 備考

相談援助演習Ⅲ 担当教員　氏名：　 鷹西　恒、　松尾　祐子

授業方法

　　１． ２． ３． ４． ５． ６． ７． ８． ９． １０

利用者の全体像を捉え、論理的に分析しニーズを把握することができる。

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ｃ　論理的思考力

授業科目の学習教育目標の概要：

本授業は、ソーシャルワーカー（社会福祉士）に求められる相談援助の知識と技術を実
践的に習得する。ケアマネジメント過程における具体的な場面を想定し、アセスメント・プ
ランニング、ネットワークの方法を学ぶ。

キーワード

ケアマネジメント、アセスメント、プランニン
グ、チームアプローチ、ネットワーク、多様

性

授業における学修の到達目標
自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番号）

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

社会福祉士・精神保健福祉士としての実務経験を活かして、福祉現場の実状にそった事例などを用いて支
援方法を体験的に学ぶ授業を行っている。

②ケアマネジメント（障害分野）インテーク・アセスメント

③ケアマネジメント（障害分野）プランニング

①オリエンテーション、援助方法の展開について
【予習】相談援助の基本をまとめる
【復習】展開過程についてレポート作成

【予習】障害の特性について調べる
【復習】アセスメントについてレポート作
成

【予習】障害のサービスについて調べる
【復習】プランニングについてレポート作
成

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：
授業の中で適時案内する。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：
レポートはコメントと評価をつけて返却する。

授　業　計　画　
学習内容

準備学習（予習・復習等）

利用者や家族と信頼関係が築くことができるコミュニケーション力を身につける。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

【予習】家庭内暴力について調べる
【復習】ＤＶ防止についてレポート作成

⑧相談援助事例の検討（３）（児童虐待）

④ケアマネジメント（高齢分野）インテーク・アセスメント

⑨相談援助事例の検討（４）（家庭内暴力）

⑦相談援助事例の検討（２）（高齢者虐待）

【予習】高齢者の特徴を調べる
【復習】アセスメントについてレポート作
成
【予習】ケアプラン作成について調べる
【復習】チームアプローチのレポート作
成
【予習】社会的排除について調べる
【復習】排除の構造についてレポート作
成

【予習】高齢者虐待について調べる
【復習】虐待防止についてレポート作成

【予習】児童虐待について調べる
【復習】虐待防止についてレポート作成

⑤ケアマネジメント（高齢分野）プランニング、チームアプローチ

⑥相談援助事例の検討（１）（社会的排除）

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
演習なので、受講生は主体的、積極的に取り組むこと。

⑬相談援助事例の検討（８）（外国人労働者）

⑭相談援助事例の検討（９）（マイノリティ）

⑮授業のまとめと振り返り

使用テキスト：
福祉小六法　978-4-8058-3925-6
現代社会福祉用語の基礎知識　978-4-7620-2174-9

その他参考文献など：
「図説ケアマネジメント」野中猛　中央法規

【予習】相談援助についてまとめる
【復習】振り返りレポートを作成

【予習】マイノリティの現状について調べ
る
【復習】抑圧の構造についてレポート作
成

【予習】外国人労働者について調べる
【復習】多様性の尊重のレポート作成

Ｈ　コミュニケーション力

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：演習への参加姿勢（ロールプレイを含む）、レポートなどで総合的に評価する。原則的に１００％の出席を求める。その他
とは授業態度・姿勢のことである。アクティブ・ラーニングの一環として、グループディスカッション・ディベートを行う。
アクティブラーニングの一環としてグループワークや発表を行う。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

利用者の抱える問題を、適切な支援方法を用いて解決策を考えることができる。

グループ内で自分の意見を述べ、かつ他者の意見を尊重できる。

ソーシャルワーカーの価値と倫理を踏まえて支援を考えることができる。ソーシャルワー
クの価値と倫理に従って援助活動ができる。

Ｃ　論理的思考力

Ｄ　問題解決力

Ｇ　倫理観

【予習】障害者虐待について調べる
【復習】虐待防止についてレポート作成

【予習】ホームレスの現状を調べる
【復習】ホームレス支援のレポート作成

⑫相談援助事例の検討（７）（障害者虐待）

⑩相談援助事例の検討（５）（低所得とその家族）

⑪相談援助事例の検討（６）（ホームレス）

【予習】所得再配分について調べる
【復習】低所得者支援のレポート作成


